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学の発展に寄与する内容であるかの 2 点を重点に行われた。 
 
論文の概要について 


















研究の成果   
第１章 この腫瘍は、組織学的にヒトの肝臓原発の高分化の NET に相似し、組織化学的に
前腸由来の肝臓原発の高分化の NET であると診断している。さらに、腫瘍組織を様々なア
ミンやペプチドホルモン抗体を用いて免疫組織化学的検索したところ、ヒトの肝臓原発の
NET と一致するものと考察している。さらに、ヒトの NET の診断にソマトスタチン受容体
（somatostatin receptor: SSTR）抗体が活用されており、本章の症例にも SSTR 抗体に対して
高い親和性を持つことが確かめられ、NET の診断に SSTR 抗体を用いた免疫組織化学的診
断の有効性を確認している。本章の検索の結果、臨床的および病理学的検索によって、イ
ヌとネコの肝臓原発の NET と診断している。これまで動物における NET は消化器官等に発
生した NET の転移病巣であると考えられて来たが、本研究でよって動物においても肝臓原
発の NET が発生する事が始めて証明された。 
 
第２章 胆管癌（cholangiocarcinoma: CC）の腫瘍細胞の神経内分泌機能分化に関する検索を
実施している。イヌ 6 症例の肝臓の腫瘍を、組織学的および免疫組織化学的に CC と診断し
た。さらに、腫瘍細胞の神経内分泌成分の検出と分化との関連を組織化学的および免疫組
織化学的に検索し、その結果、CC6 症例のうち、4 症例の腫瘍細胞に神経内分泌成分が検出
















（cytokeratin AE1/AE3: CK AE1/AE3）、ビメンチン、S－100 蛋白、NSE、上皮膜抗原（epithelial 
membrane antigen: EMA）の検出も行われ脊索腫の診断に活用している。これらの検索によ
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